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1. 目 的 
都市の活性化・都市施設の最適配置のあり方の検討を行うには、都市内動態の行動把握を行う必要がある。

近年、GPS 技術や様々な位置特定情報システムの発展により、都市内動態の位置情報取得がリアルタイムで

ユビキタス的に可能となりつつある。携帯機器を持つ個人の位置特定情報が入手できるということは、動態の

位置・経路の把握が可能である。本研究は、位置特定情報を用いて都市内の様々な場所において、その精度を

維持しながら都市の活性化・都市施設の最適配置のあり方の検討に利用可能か考察することを目的としている。 
 

2. GPS による位置特定調査 
(1)調査概要 
現在一般的に普及している GPS 機能搭載携帯電話と高精度でリア

ルタイムにデータを取得できる D-GPS を使用し、様々な都市内,①京

都（観光地）,②JR 野崎駅－JR 三宮駅,③茶屋町（繁華街）,④三宮（オ

フィス街）で調査を行い、GIS（地理情報システム）上で誤差を比較

した。調査には、携帯電話 GPS、FOMA：SA700i（NTT ドコモ）と、

DGPS 端末 MobileMapper（THALES）を使用した。携帯電話 GPS
は、GPS のデータに加え、制御線を用いてアシスト情報を基地局か

ら送信されたデータ（緯度・経度）が取得できる。調査方法は①事前

に設定しておいた、移動経路・データ取得ポイントへ実際に行き、携

帯電話 GPS・DGPS でデータを取得。携帯電話ＧＰＳは、ポイント

ごとにデータを取得を行い、ＤＧＰＳは 5 秒間隔でデータ取得を行っ

た。②取得してきたデータを GIS で表示。（図-1 参照）③GIS に表示

された GPS データと事前に設定しておいた経路・ポイントとの誤差

を求めた。 
(2)調査結果 
各調査地域での誤差の特徴を表-1 に示す。図-2，図-3 は各調査地域での携帯電 GPS と DGPS の誤差頻度

分布を示した。 
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図-2 携帯電話 GPS 誤差発生分布          図-3 DGPS 誤差発生分布 
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   図-1 茶屋町（繁華街）調査結果 
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表-1 各調査での特徴 

 地域 
手段 

京 都 調 査 
（観 光 地） 

野崎駅~三宮駅 
（通  学） 

茶 屋 町 
（繁華街） 

三 ノ 宮 
（オフィス街） 

移動手段 徒  歩 電  車 徒  歩 徒  歩 
 
 
携帯電話 G PS 

・市街地では構造物によ

り誤差が大きい 
 
・東山地区は障害物が少

なく精度の誤差が小さ

い 

・駅,線路上は上空が開け

ていて誤差が小さい 
 
・駅周辺,大きな駅では、

精度の誤差は大きい 

・建物が密集しており精

度の誤差が大きい 
 
・取得データが高い建物

の方へずれている 

・北側，東側の誤差が大

きい 
・南側，西側は道路や交

差点が大きく上空が

比較的開けていたの

で、精度が良い 
 
 

D G P S 

・北への直進時、精度が

良い 
・曲線的な移動時，東西

方向への移動時、誤差

が大きい 

・移動速度が比較的速く

一定方向への移動時

は良い精度である。 

・高い建物や構造物が密

集しており精度の誤

差が大きい 

 
 
 

 
携帯電話 GPS の誤差分布にはばらつきがある一方、DGPS は 0～30ｍの範囲に分布が集中している。一定

の速いスピードで一定方向へ進行している時や、徒歩で南北への直進時は、DGPS の方が精度は良いが、ゆ

っくりとした速度や不規則な進行方法だのときは、一定の秒間隔でデータを取得している DGPS にくらべ、

ポイント間隔で取得を行った携帯電話 GPS のデータの方が良い精度を得ることができている。DGPS と比べ

携帯電話 GPS は取得データにばらつきがあり、異常値を示す頻度が高い。 
(3)GPS による動態把握の可能性 
 本研究では GPS システムを使用し、様々な区域を対象に GPS による位置特定を実施し、その結果を GIS
上に表示し分析した。その結果 GPS のみでの位置特定は、高層ビル等の構造物の影響で高精度な結果を得る

ことは難しいが、使用目的を考察すれば、その位置特定は可能になると考えられる。例えば、移動経路の推定、

観光地での全般的歩行者の動向を把握するといった目的は達せられると考えられる。 
 
3.位置特定情報による今後の課題と展望 
 GPS 技術は、位置情報に数メートル～数百メートルの誤差が生じ、地形や構造物の影響を受けやすいこ

とが本研究の調査でわかった。しかし、今後は GARILEO、準天頂衛星など新たな衛星システムの開発により

位置特定を高精度に実現できると考えられる。また、衛星による位置特定技術に加え、IC タグ,ブルートゥー

ス,QR コードなど最新技術を用い、位置情報を補填・補正することが可能になれば、市街地や屋内、地下街で

も位置情報の入手が可能になる。PHS や、IC カードリーダー、GPS など様々な機能を搭載した『融合ディバ

イス』の開発により、リアルタイムでユビキタス的に情報の取得が可能となると考えられ、都市内動態の主体

である「人の動き」を把握することができ、リアルタイム的に移動経路・軌跡を調査することが可能となる。

位置特定情報把握による都市の将来の活性化、都市施設の最適配置など都市計画の足がけとなるものと思われ

る。また、リアルタイム的に人の位置特定情報が可能になることにより、GIS の応用を行うことで都市内では、

子供の位置特定を行う防犯サービスの提供、ナビゲーションシステムによる道案内や交通機関の乗り換え案内

などのサービスの提供が可能となり、人々にとって安全・安心な街、快適な街づくりにも寄与することも考え

られる。 
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